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【社員区分別受講コース検討表】
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後継者（若手経営者）
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職務群・職種の一般的な定義
■技術職：専門性の高い技術を有し、その技術を基礎に新製品の実現に向け創意工夫を盛り込みながら業務をこなす職務■技能職：専門性の高い技法を有し、その技法を
基礎に作業性の向上を創意工夫しながら業務をこなす職務■事務職：経理、総務、法務に携わり、帳票類の管理、整理および作成、また来客対応などをこなす職務■営業
職：新規顧客の開拓、および見込み客に自社の物品・サービスまたは情報といった財（商品）の購入を促し、売買契約を結ばせることにより自社の利益に結びつける職務

※社内の各階層・職種と卸街ビジネススクール各コースの対応は下表の通りです。受講対象者の選定の目安としてご活用下さい。
※下表の「資格等級」「年齢」及び各職群・職位はサンプル事例です。

階層別養成コース4コース、職種別社員養成コース１コース、パソコン実践力養成コース１コース
の計６コースを開講します。本年はパソコン実践力養成コースにおいて、講座単位での申し込
みをお受けいたします。

若手社員や中堅社員など特定の階層ごとに、必要なスキルや知識を習得する研修です。
各階層には、それぞれ期待される役割、求められる能力があります。
これらを段階的に身につけ、キャリアアップを図ります。
職種別社員養成コース（営業）

後継者 (若手経営者 )
経営者の仕事である①戦略立案 ②組織づくり ③人材活用と、④結果の検証
（財務管理）の基本を体系的に学ぶ。これらをもとに、経営理念に基づいた経営計
画を策定し、推進管理できるようになる。

一定の出席状況・課題提出内容により全コース終了後に修了証を交付し、一定の知識・技能
を習得した人材であることを証します。また、組合員間の横のつながりづくりを図るため、
受講者全員を対象とした交流会を実施します。
※パソコン実践力養成コースは、全講座申込の受講者のみ、修了証交付対象といたします。


